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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

議 案 番 号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備 　 考

同意第１号 教育委員の選任 同 意

議案第１号 伊仙町立西公民館の指定管理者の指定 原案可決

議案第２号 伊仙町課設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第３号 伊仙町税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第４号 伊仙町医師修学資金貸与条例の制定 原案可決

議案第５号 伊仙町義務教育就学児医療費の助成に関する条例の制定 原案可決

議案第６号 伊仙町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第７号 平成３０年度伊仙町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第８号 平成３０年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第９号 平成３０年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第10号 平成３０年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第11号 平成３０年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第12号 平成３０年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第13号 平成３０年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第14号 平成３１年度伊仙町一般会計予算 原案可決

議案第15号 平成３１年度伊仙町国民健康保険特別会計予算	 原案可決

議案第16号 平成３１年度伊仙町介護保険特別会計予算 原案可決

議案第17号 平成３１年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第18号 平成３１年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 原案可決

議案第19号 平成３１年度伊仙町簡易水道特別会計予算 原案可決

議案第20号 平成３１年度伊仙町上水道事業会計予算 原案可決

（追加議案）

議案第21号 ３０災第４号　前泊漁港沖防波堤災害復旧工事請負契約 可 決

議案第22号 ３０災第５号　鹿浦港防波堤（西）災害復旧工事請負契約 可 決

議案第23号 徳之島交流ひろば「農林水産物直売所」の指定管理の指定 原案可決

以下余白

平成31年 第1回 伊仙町議会定例会（3月7日～20日）全議案



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

平成３1年度第1回伊仙町議会定例会において
平成31年伊仙町一般会計予算他６特別会計予算審査特別委員会

（一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「会議録」をご確認下さい。）

　去る３月７日の本会議において、当初予算審査特別委員会が設置され、「平成31年度伊仙町一般会計他６特別会計予
算」を付託し、３月11日〜14日までの４日間審議致しました。そのなかで、３月11日 に委員並びに議長を含む14名と
事務局職員２名、執行部からは大久保町長が同行し、現地調査を行いましたので主な項目について報告いたします。

　伊仙中学校校舎10号棟大規模改修工事請負費につ
いて調査を行いました。現在、10号棟にある特別教
室の音楽室・技術室等が危険なため使用できず、多
目的ホールを臨時に使用して授業を行っている現状
であるとの説明がありました。平成30年度に実施し
ている校舎改修調査の結果報告があり次第、財政及
び学校や生徒の意見を踏まえ早急に改修工事か新築
工事を実施し、従来通り特別教室での授業ができる
よう要望いたしました。

　義名山運動公園管理棟改修工事請負費について、
義名山運動公園利用者の利便性確保のため利用者の
意見も聞きながら利用しやすい管理棟の改修を要望
いたしました。

　県営畑総事業目手久地区の排水路工事について、
県と町の連携不足により、排水路にコンクリート側
溝を設置せずに土側溝のまま事業完了した事が要因
のようですが、補助事業とはいえ今後は連携を密に
し、大雨で圃場が流出してから、排水路工事をする
ような事が無いよう要望いたしました。

　伊仙馬根線道路照明整備工事請負費は、本年度に７
基を予定しているとの説明でありましたが健康増進の
ため多くの町民が夜間のウオーキングコースとして利
用していること等を考慮しJAあまみ伊仙支所までの早
期完成が図られるよう切に要望いたしました。

　県営畑総事業第二面縄２期地区町負担金ついて、
埋蔵文化財調査や客土、サンゴ礁破砕等で、事業費
が増加しているとの説明でありました。また本地区
は丘陵地のため山成り工法が取り入れられ３段法面
と極端に高台となっている農地もあり防風などの対
策上、受益者から苦情もあり、受益者分担金の滞納
につながっているとの指摘もありました。工事費増
大等の関係もあるとは思いますが、受益者の意向も
考慮していただく事と大雨などの豪雨時に下流域が
被災しないよう排水流末の分散対策も要望いたしま
した。

　第二鹿浦橋橋梁上部工について平成３１年度末で
完成し共用できるとの説明でした。架橋の早期完成
と、台風時の流出対策、あわせて昨年も要望しまし
たが、工事現場出入口に、漁業者等の利用者に事業
期間と進捗状況を周知するため立て看板を設置する
よう要望いたしました。



議 会 だ よ り  い せ ん （ 4 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 5 ）

（
町
長
）地

方
自
治
法
及
び
地
方
自

治
施
行
令
に
則
り
決
算
書

を
作
成
し
て
お
り
、
決
し
て
虚

偽
作
成
と
い
う
事
実
は
な
い
。

（
総
務
課
長
）

　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
出
納

閉
鎖
は
、
翌
年
度
の
５
月
31
日

を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
と
の
規
定

を
設
け
て
お
り
、
こ
の
日
以
降

の
一
切
の
現
金
の
移
動
は
で

き
な
い
も
の
が
原
則
と
な
っ
て

平
成
28
年
度
伊
仙
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
多
世
代
交
流

機
能
拡
張
事
業
が
完
了
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決

算
書
を
偽
装
作
製
し
、監
査
委
員

に
審
査
を
付
し
、ま
た
当
該
決
算

審
査
で
議
会
に
認
定
さ
せ
た
件
に

つ
い
て
、町
長
の
考
え
を
問
う
。

「
虚
偽
作
成
と
い
う
事
実
は
な
い
」

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
決
算
は

５
月
31
日
を
も
っ
て
確
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
当
該
備
品
購
入

事
業
で
の
未
納
が
発
見
さ
れ
た

時
は
す
で
に
出
納
閉
鎖
後
で
あ

り
、
そ
の
決
算
は
動
か
し
が
た

い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

経
過
と
し
て
、
契
約
の
不

履
行
に
よ
る
契
約
解
除
、

支
払
い
済
み
金
額
の
返
還
請
求
、

そ
れ
と
並
行
し
地
方
創
生
補
助
金

の
実
績
報
告
の
訂
正
を
行
い
、契

約
に
係
る
指
名
停
止
措
置
要
綱
に

従
っ
て
指
名
停
止
措
置
を
行
う
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

町
と
し
て
、
伊
仙
町
不
適

正
事
務
処
理
方
針
を
策
定

し
、
各
職
員
、
管
理
職
が
基
本

的
な
職
務
規
程
に
の
っ
と
り
、

一
地
方
自
治
体
と
し
て
な
す
べ

き
全
て
の
事
務
執
行
に
関
し
、

地
方
自
治
法
、
地
公
法
を
熟
知

し
、
適
切
な
事
務
執
行
に
努
め

る
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、

管
理
体
制
を
強
化
し
、
伊
仙
町

の
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
た

い
。

環
境
行
政
に
つ
い
て

新
規
の
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
許
可
を
し
た
こ
と

で
、一
般
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運

搬
業
の
許
可
取
消
請
求
事
件
が
発

生
し
て
い
る
が
、結
審
し
た
事
案
、

係
争
中
の
事
案
、ま
た
裁
判
に
は

多
額
の
公
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

（
総
務
課
長
）

当
該
事
件
に
支
出
し
た

経
費
と
し
て
、
裁
判
に

関
す
る
資
料
等
の
通
信
運
搬
費

７
，
４
３
２
円
、
裁
判
へ
の

参
加
、
弁
護
士
と
の
打
合
せ
旅

費
と
し
て
９
件
３
９
万
３
，

４
６
０
円
、
弁
護
士
経
費
・
委

託
料
と
し
て
１
８
４
万
６
，

８
０
０
円
、
賠
償
金
と
し
て

７
万
９
，
９
７
８
円
で
合
計

２
３
２
万
７
，
６
７
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

（
町
長
）

　

本
町
の
浄
化
槽
設
置
率
は
県

下
に
お
い
て
ワ
ー
ス
ト
２
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
合
併
浄
化
槽

を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
浄
化

槽
の
管
理
体
制
に
対
し
町
民
か

ら
の
様
々
な
意
見
も
あ
っ
た
。

適
正
に
浄
化
槽
管
理
を
行
う
に

は
、
新
た
な
業
者
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
今
後
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て

も
２
社
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
し
、
既
存

業
者
の
人
員
で
は
と
て
も
伊
仙

町
の
浄
化
槽
管
理
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
所
も
認

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、

今
後
諮
問
機
関
等
を
設
置
し
、

最
高
裁
に
上
告
審
し
、
私
た
ち

は
静
観
し
て
ま
い
り
た
い
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
最
高

裁
で
判
断
す
る
の
は
憲
法

判
断
、法
律
の
重
要
解
釈
の
判
断

の
み
で
、事
実
関
係
の
調
べ
直
し
、

差
し
戻
し
あ
る
い
は
却
下
と
い
う

の
が
一
般
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。許

可
の
取
消
判
決
を
受
け
、他
に
も

う
１
件
の
許
可
取
消
裁
判
を
争
っ

て
い
る
が
、そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
の
最
高
裁
上
告
と
な
る
。
最
高

裁
で
却
下
さ
れ
た
場
合
は
、
政
治

家
と
し
て
の
責
任
を
と
る
覚
悟
は

あ
る
か
問
う
。

（
町
長
）私

は
間
違
い
な
く
最
高
裁

で
勝
利
す
る
事
を
確
信

し
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
場
合

は
、
最
高
裁
の
結
果
を
真
摯
に

受
け
取
り
、
そ
の
時
に
し
っ
か

り
判
断
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

平
成
31
年　
第
１
回
定
例
会

問

樺山　一議員

答

問

答 問

答

答 問
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ほ
ー
ら
い
館
運
営
に
つ
い
て

ほ
ー
ら
い
館
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
資
格

は
何
か
。
ま
た
、そ
の
有
資
格
者

が
退
職
し
た
場
合
は
補
充
で
き
る

の
か
問
う
。

（
ほ
ー
ら
い
館
長
）

厚
生
労
働
省
認
定
の
健
康

増
進
施
設
と
し
て
運
営
し

て
お
り
、
必
要
と
さ
れ
る
資
格

は
、
健
康
運
動
指
導
士
、
健
康

運
動
実
践
者
で
あ
る
。
今
後
、

両
有
資
格
者
と
も
に
異
動
、
退

職
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
資

格
認
定
講
習
会
へ
の
参
加
及

び
資
格
取
得
に
努
め
て
い
き
た

い
。

ほ
ー
ら
い
館
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。ま
た
、ト
レ
ー
ナ
ー

に
よ
る
専
門
的
な
運
動
教
室
や

指
導
な
ど
魅
力
を
持
っ
て
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か
問

う
。

（
ほ
ー
ら
い
館
長
）

現
在
、
１
日
の
平
均
利
用

者
数
が
３
５
０
〜
４
０
０

名
、
そ
の
う
ち
プ
ー
ル
、
健
康

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
い
る
方
が
２
０
０
名
程
度
。

残
り
に
つ
い
て
は
入
浴
の
み
の

利
用
者
と
な
っ
て
い
る
。
会
員

減
少
し
た
理
由
と
し
て
、
29
年

度
か
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

が
独
立
し
た
こ
と
と
、
天
城
町

へ
の
バ
ス
運
行
が
な
く
な
り
、

そ
の
バ
ス
利
用
者
の
利
用
が
な

く
な
っ
た
事
等
が
考
え
ら
れ

る
。

町
職
員
の
皆
さ
ん
に
も

入
会
の
協
力
を
し
て
い
た

だ
き
、
伊
仙
の
財
産
で
あ
る
こ
の

「
ほ
ー
ら
い
館
」の
運
営
が
未
来

永
劫
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
一
丸
と

な
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
私
は
考
え
る
が
、町
長
の
考
え

を
問
う
。

（
町
長
）会

費
に
関
し
て
、
本
土
に

あ
る
同
様
な
施
設
で
は

倍
以
上
の
月
額
に
な
る
と
思
う

が
、
以
前
役
場
職
員
と
意
見
交

換
し
た
中
で
、
や
は
り
料
金
が

高
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
今

後
、
運
営
審
議
会
に
お
い
て
協

議
し
、
様
々
な
形
で
割
引
等
が

出
来
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
ほ
ー
ら
い
館
長
）

　

今
現
在
、
子
ど
も
達
の
夏
休

み
期
間
限
定
の
半
額
割
引
や
学

生
割
引
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
今
年
度
は
実
業

団
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
集
客
力
を
上
げ
て

い
け
る
よ
う
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

前　　徹志議員

問答

問

答

　　　　　　　　

清　　平二議員

落
石
・
倒
木
注
意
箇
所
の
対
策
は

町
内
の
落
石
・
倒
木
注
意
箇

所
に
つ
い
て
、早
急
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
の
対
応
や
解
消
計
画
を
問
う
。

（
建
設
課
長
）

今
現
在
の
対
応
と
し
て
、

注
意
喚
起
の
看
板
設
置
や

伐
採
に
必
要
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

講
習
を
職
員
に
受
講
さ
せ
て
い

る
。

注
意
箇
所
は
、
注
意
喚
起

だ
け
で
良
い
の
か
。町
長
の

考
え
を
問
う
。

（
町
長
）倒

木
に
関
し
て
は
、
補
助

事
業
を
受
け
な
が
ら
計
画

的
に
伐
採
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
落
石
に
関
し
て
は
、
国
・

県
と
交
渉
し
な
が
ら
、
補
助
事

答答

いきいき教室

問

問
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　　　　　　　　 業
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

補
助
事
業
に
頼
っ
て
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
最
優

先
課
題
は
落
石
・
倒
木
箇
所
の

解
消
だ
と
考
え
る
。
今
後
の
解

消
計
画
の
提
出
を
次
の
議
会
ま

で
に
求
め
る
。

た
ば
こ
税
を
活
用
し
、検
診
の

無
償
化
と
各
種
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
を

私
は
今
年
、
肺
が
ん
で
友

人
を
１
人
失
っ
た
。こ
の
よ

う
な
事
が
な
い
よ
う
各
種
検
診
の

受
診
率
向
上
を
図
り
、早
期
発
見

早
期
治
療
で
、伊
仙
町
が
本
当
に

「
長
寿
の
ま
ち
」
と
言
え
る
よ
う

な
政
策
を
執
っ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、今
後
の
受
診
率
向
上
対
策
を

問
う
。

（
町
長
）以

前
、
早
世
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
っ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
若
い
方
々
の
飲
酒
、
喫

煙
、
肥
満
へ
の
取
組
み
は
課
題

で
あ
り
、
県
全
体
で
取
り
組
ん

で
行
け
る
よ
う
強
力
に
推
進
し

て
い
く
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
料
が
７
，

７
１
０
円
と
個
人
負
担
額
と
し

て
は
高
く
、
平
成
23
年
〜
28
年

ま
で
実
施
し
た
が
、
年
々
受
診

者
が
減
少
し
、
平
成
29
、
30
年

は
実
施
し
て
い
な
い
。
議
員
か

ら
の
ご
指
摘
も
あ
り
、
31
年
度

は
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

検
診
を
無
償
化
に
し
、
検

診
率
の
向
上
を
図
れ
な
い

か
。
ま
た
、平
成
31
年
度
予
算
で

た
ば
こ
税
が
約
３
，７
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
を

活
用
し
、各
種
が
ん
検
診
の
負
担

金
、老
人
ク
ラ
ブ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

等
の
団
体
へ
還
元
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
及
び
介
護
予
防
費
の
抑
制

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、町
と
し

て
ど
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

た
ば
こ
税
に
関
し
て
は
、

一
般
財
源
化
し
、
教
育
予

算
、
健
康
増
進
、
町
民
の
福
祉

の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

い
る
が
、町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

今
年
度
の
野
菜
の
価
格
に

関
し
て
、
暖
冬
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
生
育

の
前
進
傾
向
に
よ
る
出
荷
量
の

増
加
に
よ
り
全
国
的
に
安
値
水

準
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
園
芸
振
興
費
に
お
い
て
、

防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
作
業
の
際

の
支
柱
穴
開
け
機
械
「
ホ
ー
ル

テ
ィ
ガ
ー
」
を
３
機
導
入
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
農
家

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

徳
之
島
３
町
で
園
芸
作
物

及
び
バ
レ
イ
シ
ョ
の
加
工

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
商
品
の
開
発
、
そ
の
他 

問

問

答 要
望

西　　彦二議員

農
業
政
策
に
つ
い
て

２
年
続
き
の
台
風
被
害
を

受
け
、
平
成
30
年
度
操
業

が
始
ま
り
、
手
取
り
価
格
も
下
落

し
、農
家
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い

製
糖
期
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
深
刻

な
状
況
を
踏
ま
え
、町
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
対
策
を
考
え
て

い
る
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

昨
年
の
台
風
被
害
を
受

け
、
２
つ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
を
発
動
し

た
。
町
と
し
て
も
当
該
事
業
を

活
用
し
、
春
植
え
に
対
し
て
堆

肥
や
肥
料
、
除
草
剤
、
耕
運
作

業
等
な
ど
の
助
成
を
行
い
、
農

家
の
意
欲
低
下
を
防
ぎ
、
反
収

向
上
に
努
め
た
い
。

今
後
の
支
援
策
と
し
て
、

商
品
券
を
支
給
す
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と

思
う
。
ま
た
、
こ
れ
以
上
生
産

量
の
低
下
が
続
く
と
現
在
の
２

製
糖
工
場
が
１
工
場
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
生
産

量
回
復
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

今
期
の
バ
レ
イ
シ
ョ
に
関
し

て
も
、昨
年
同
様
に
低
価
格

と
な
っ
て
い
る
。農
家
は
赤
字
経
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
大
変
困
惑
し
て

問答

要
望問

答要
望

答

特定検診の様子

春植え出発式
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の
面
で
も
安
定
生
産
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

教
育
関
連
施
設
に
つ
い
て

町
内
の
学
校
施
設
及
び
集

落
内
の
通
学
路
な
ど
の
危

険
箇
所
に
関
し
、
安
全
性
を
考
慮

し
た
定
期
的
な
点
検
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
か
問
う
。

（
教
委
総
務
課
長
）

学
校
施
設
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
の

教
員
が
毎
月
安
全
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
改
善
が
必

要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
関
し
て

は
、
順
次
改
善
を
行
っ
て
い

る
。

（
社
会
教
育
課
長
）

　

安
全
推
進
協
議
会
で
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
危
険
箇
所
は
安

全
マ
ッ
プ
に
記
載
し
、
児
童
生

徒
へ
の
指
導
を
行
い
、
各
家
庭

へ
も
周
知
し
て
い
る
。

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

危
険
箇
所
に
は
立
て
看
板

等
を
設
置
し
、
児
童
の
安
全
第

一
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

町
内
業
者
に
お
い
て
、指
名

願
を
出
さ
な
い
業
者
は
い

る
の
か
。ま
た
、指
名
願
の
届
け
出

を
し
て
指
名
さ
れ
な
い
業
者
は
い

る
の
か
問
う
。

（
副
町
長
）

近
年
に
指
名
願
を
出
さ
れ
て

い
た
業
者
が
50
業
者
あ
り
、

現
在
そ
の
う
ち
12
業
者
に
つ
い
て
は

指
名
願
が
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
残
り
38
業
者
中
５
業

者
に
つ
い
て
指
名
し
て
い
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
伊
仙
町
条
例
中
の
伊

仙
町
不
当
要
求
行
為
等
の
防
止
に
関

す
る
要
綱
に
抵
触
す
る
違
反
行
為
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
指
名
を
控
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
公
共
工
事
に
関
し
、指
名

競
争
入
札
、
随
意
契
約
の

み
で
行
っ
て
い
る
理
由
を
問
う
。ま

た
、町
内
業
者
に
限
っ
て
で
も
一
般

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

町
道
木
之
香
糸
木
名
線
、

木
之
香
ゴ
ル
フ
場
横
の
路

肩
が
危
険
な
状
態
の
ま
ま
６
ヶ
月

余
り
放
置
状
態
で
あ
る
が
、そ
の

理
由
を
問
う
。

（
建
設
課
長
）

当
初
８
月
に
災
害
査
定
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、
台
風
の
影

響
に
よ
り
10
月
に
順
延
さ
れ
、
現
在

は
入
札
も
完
了
し
て
お
り
、
３
月
中

に
は
工
事
着
工
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。

町
道
木
之
香
糸
木
名
線
の
早

期
整
備
を

「
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

る
町
内
の
町
道
を
順
次
整

備
し
て
い
く
」
と
、
平
成
31
年
度

施
政
方
針
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い

競
争
入
札
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
問
う
。

（
副
町
長
）

一
般
競
争
入
札
は
、
透
明
性

に
優
れ
、
発
注
者
サ
イ
ド
の

余
地
が
少
な
い
、
客
観
性
の
高
い
方

式
で
は
あ
る
が
、
不
特
定
多
数
の
業

者
が
参
加
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
不

良
適
格
業
者
の
参
入
を
防
止
し
に
く

く
、
ま
た
入
札
参
加
者
の
質
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ

と
等
を
含
め
て
、
そ
し
て
ま
た
さ
ら

に
、
落
札
し
た
い
が
た
め
に
低
価
格

で
入
札
を
し
、
手
抜
き
工
事
等
の
事

例
も
見
ら
れ
る
と
い
う
事
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
７
割
近
く
が
指
名
競
争
入
札
を

実
施
し
て
い
る
。

　

指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
信

頼
で
き
る
業
者
等
に
発
注
で
き
る
と

い
う
事
。
ま
た
、
事
務
の
簡
素
化
が

図
れ
、
一
定
の
競
争
性
は
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
地
元
業

者
を
優
先
的
な
と
い
う
形
の
、
地
域

要
件
等
の
考
慮
が
可
能
と
な
る
と
い

う
事
で
、
指
名
競
争
入
札
を
採
用
し

て
い
る
。

随
意
契
約
に
関
し
て
は
、
地
方
自
治

法
１
６
７
条
の
２
項
に
掲
げ
ら
れ
た

要
件
に
適
合
さ
れ
た
上
で
契
約
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

る
が
、木
之
香
糸
木
名
線
も
早
急

に
整
備
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、整

備
す
る
に
あ
た
り
、優
先
順
位
な

ど
を
決
め
て
い
る
の
か
問
う
。

（
建
設
課
長
）

平
成
24
年
度
、
28
年
度
に
実

施
し
て
い
る
路
面
性
状
調
査

の
結
果
と
と
も
に
、
交
通
量
及
び
地

元
の
要
望
を
考
慮
し
、
優
先
順
位
を

決
め
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
に
も
路
面
性
状
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
順
次
整
備
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

当
該
町
道
は
、
ゴ
ル
フ
場
だ

け
で
な
く
、
通
勤
、
通
学

な
ど
集
落
内
外
の
方
々
に
関
わ
ら
ず

非
常
に
交
通
量
も
多
い
道
路
で
あ
る

が
、
幅
員
が
狭
く
、
車
両
の
離
合
が

困
難
な
区
間
も
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
早

急
な
整
備
を
要
望
す
る
。

問問 答

答

佐田　　元議員

答要
望

問問 答

答

要
望

町道木之香糸木名線

問
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議会の動き

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

　
町
民
の
皆
様
、毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。

我
が
町
の
基
幹
作
物
の
１
つ
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
お
け
る
平

成
30
〜
31
年
期
産
は
、昨
年
襲
来
し
た
台
風
24
・
25
号
の
影
響
に

よ
り
、
大
幅
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
バ
レ
イ
シ
ョ
も

２
年
続
け
て
低
水
準
で
の
取
引
価
格
と
な
り
、農
家
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、大
変
厳
し
い
農
繁
期
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、お

察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、時
代
は「
平
成
」か
ら
新
た
に「
令
和
」へ
と
変
わ
り
ま

し
た
。

　

平
成
の
自
然
災
害
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
雲
仙
普
賢
岳
火
砕

流
に
始
ま
り
、阪
神
淡
路
大
震
災
、新
潟
中
越
地
震
、東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
、西
日
本
豪
雨
、そ
し
て
本
町
に
お
い
て
は
、

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
た
昨
年
の
台
風
24
号
が
あ
り
ま
し

た
。現
在
、
伊
仙
町
議
会
に
お
い
て
も
、町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
観
点
か
ら
、
台
風
時
の
緊
急
避
難
所
対
策
や
被
災
者
支
援

等
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、町
民
の
皆

様
の
負
託
に
お
応
え
す
る
べ
く「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」へ

向
け
て
、
執
行
部
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、「
令
和
」の
幕
開
け
が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　
前　
徹
志
）

平成3１年第１回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成30年第4回定例会（12月14日）以降の分

月 日 行　事　名 場　所

12月 20日 災害復旧支援要望書提出県知事・県議会議長 県　庁

１
月

２日 平成3１年成人式 ほーらい館

４日 消防出初式 伊仙中学校

６日 伊仙町商工会スタンプ会新春お楽しみ抽選会 ほーらい館

７日 奄美大島青年会議所賀詞交換会 徳之島町

９日 大島郡正副議長研修会 奄美市

17日 1月議員全員協議会 議会委員会室

22日 徳之島三ヵ町議連役員会 天城町

24日 徳之島３ヵ町議連清掃奉仕活動（火葬場周辺） 徳之島町

25日 宮崎まさおと語る会 徳之島町

26日 徳之島観光連盟新年会 ほーらい館

27日 徳之島建設業協会新年会 徳之島町

28日 伊仙町公共施設整備再編検討委員会

29日 県町村議会議会議員研修会 鹿児島市

月 日 行　事　名 場　所

１
月

30日 沖縄在住奄美郷友会懇親会 那覇市

31日 奄美・やんばる広域圏交流推進協議会総会 名護市

２
月

２日 馬鈴薯「春一番」出発式 義名山体育館

14日 徳之島三ヵ町議会議員連絡協議会大会 天城町

16日 保岡興治氏叙勲祝賀会 奄美市

19日 ２月全員協議会 議会委員会室

21日 鹿児島県町村議会議長会総会 奄美市

24日 第７回徳之島観光物産フェアイン東京 東京代々木公園

27日 市町村長・議長合同会（各種総会） 奄美市

28日 平成３１年第１回定例会告示

３
月

４日 議会運営委員会 議会委員会室

７日 平成３１年第１回定例会開会

　去る５月１５日（水）、龍郷町りゅうゆう館において、第６２回奄

美群島市町村議会議員大会が開催されました。大会では、大島郡

内各市町村（５ブロック）や議長会から６件の議題、１７項目の決

議が提出され全て採択されました。また、同大会において、自治功

労者表彰（※町村議会議員として１０年以上在職した者）があり、

伊仙町議会から永田誠議員、福留達也議員、前徹志議員、明石秀

雄議員の４名が表彰を受けました。

今後とも伊仙町議会の一員として、リーダーシップを発揮されるこ

とを期待し、町民の皆様へのご報告にかえさせて頂きます。

第62回奄美群島市町村議会議員大会

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席して
　 おりますが、予めご了承下さい。
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